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令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は

月
１
日
か
ら

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案


件
、
議
員
提
出
議
案

件
（
議
案
２
件
、
意
見
書
案
８
件
）
、
請
願
９
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
は
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　令和２年度東久留米市下水道事業会計補正予

算案（第号）は、月日の予算特別委員会で

関根光浩委員長（公明党）、青木佑介副委員長

（市民自治フォーラム）の下で審査され、日

の本会議において全員賛成で可決されました。

　本補正予算案は、下水道使用料減免相当額、

減免に係るシステム改修費の補正で、下水道事

業収益の営業外収益に１億，万円を追加し、

同事業収益の総額を億，万，円とする

ものです。

　市の取り組みとして、市民の経済的負担を軽

減するため、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用し、公共施設などを除

く下水道使用者に対して、下水道使用料のうち

３年６月～９月検針分の４カ月分の基本料金が

免除されます。

【委員会での質疑から】

質問　減免されたことを市民が確認する方法

は。

答弁　都水道局が検針時に発行する「水道・下

水道使用量等のお知らせ」の下水道の基本料金

の欄に０円と表示される。

質問　減免に係るシステム改修費，万円が

計上されているが、減免期間終了後、システム

を元に戻すための改修費用もここに含まれてい

るのか。

答弁　今回の減免に係る改修と減免期間終了後

に元に戻すための改修の費用となっている。

　
「
東
久
留
米
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、

月

日
の
総
務
文

教
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

日

の
本
会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
３
年
度
～
５
年
度

分
の
都
市
計
画
税
の
税
率
に
つ

い
て
、
税
の
負
担
を
勘
案
し
、

本
則
税
率
で
あ
る

分
の

を

特
例
措
置
に
よ
り

分
の
０
・


と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
特
例
税
率
は
、

年
度
～

２
年
度
分
の
特
例
税
率
と
同
率

で
す
。

【
委
員
会
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問
　
今
後
、
都
市
計
画
税
を

充
当
見
込
み
の
事
業
に
対
し

て
、
都
市
計
画
税
の
収
入
の
方

が
少
な
い
見
込
み
な
の
で
、
従

前
の
割
合
を
引
き
継
ぐ
の
か
。

答
弁
　
都
市
計
画
税
は
目
的
税

で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
財
源
と
な
る
。
都
市

計
画
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事

業
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
財
源
の
扱
い
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
東
久
留
米
市
立
図
書
館
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

は
、

月

日
の
総
務
文
教
委

員
会
で
審
査
さ
れ
、

日
の
本

会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
３
年
４
月
１
日
～

８
年
３
月

日
の
期
間
、
一
部

の
直
営
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
中
央

・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
・
東
部

の
市
立
図
書
館
全
４
館
の
運
営

を
一
体
的
に
担
う
指
定
管
理
者

の
公
募
を
行
い
、
応
募
者
１
団

体
に
つ
い
て
東
久
留
米
市
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て

審
査
し
た
結
果
、
指
定
管
理
者

の
候
補
を
Ｔ
Ｒ
Ｃ
・
野
村
不
動

産
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
に

選
定
す
る
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問
　
選
定
委
員
か
ら
「
図
書

館
分
野
で
の
指
定
管
理
の
受
託

業
者
の
現
状
は
、
全
国
的
な
シ

ェ
ア
の
会
社
が
１
社
あ
り
、
関

東
圏
で
は
他
に
１
社
程
度
し
か

な
い
。
運
営
方
針
で
は
４
館
を

一
括
し
て
募
集
す
る
と
し
て
い

る
が
、
今
回
の
よ
う
な

人
以

上
の
人
員
の
確
保
が
必
要
な
場

合
、
事
業
規
模
が
小
さ
い
会
社

で
は
人
を
集
め
る
こ
と
が
難
し

い
」
と
い
う
発
言
が
さ
れ
て
い

る
。
４
館
を
一
括
で
と
い
う
条

件
で
、
手
を
挙
げ
る
事
業
者
が

少
な
い
の
は
想
定
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
前
回
の
地
区
館
の
募

集
の
際
も
そ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
。
今
回
の
１
社
の
応
募

で
、
市
が
考
え
て
き
た
競
争
性

と
い
う
原
理
は
担
保
さ
れ
て
き

た
の
か
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
今
回
の
募
集
・
選
定

に
当
た
り
、
多
く
の
社
に
手
を

挙
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な

関
心
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
図
書
館
に
も

頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結

果
、
６
社
が
関
心
を
示
し
、
期

待
し
て
い
た
が
、
結
果
と
し
て

提
案
が
あ
っ
た
の
は
１
社
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
そ
の
１

社
が
即
採
用
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
く
一
定
の
選
定
基
準
が

あ
り
、
そ
の
基
準
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
図
書
館
運
営
が
担
保

さ
れ
る
水
準
は
６
割
だ
が
、
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
業
務
水
準
以
上
の
も

の
が
必
要
だ
と
考
え
、
７
割
を

合
格
ラ
イ
ン
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
１
社
が
公
の
施

設
の
運
営
に
当
た
り
、
本
当
に

ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
相
当
厳
し

い
ラ
イ
ン
を
引
い
て
審
査
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、

競
争
性
は
十
分
確
保
さ
れ
た
選

定
で
あ
る
と
理
解
を
し
て
い

る
。

質
問
　
現
在
、
同
様
の
指
定
管

理
者
に
よ
り
地
区
館
３
館
が
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
①
こ
れ
ま

で
の
評
価
は
、
②
４
館
一
体
で

運
営
し
て
い
く
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁
　
①
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
は
、
総
合
評
価
５
項

目
中
、
「
期
待
通
り
」
が
２
項

目
、「
期
待
以
上
」が
３
項
目
。

利
用
者
満
足
度
調
査
で
は
、
接

遇
に
関
し
て
、「
非
常
に
満
足
」

と
「
満
足
」
を
合
わ
せ
る
と


％
を
超
え
て
い
る
。
②
４
館
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
な
ど
を
期
待
し
て
い
る
。
事

業
者
の
提
案
の
中
で
も
「
一
体

的
な
管
理
運
営
に
よ
り
、
危
機

管
理
業
務
の
共
有
や
蔵
書
の
一

元
化
管
理
、
人
材
の
有
効
活
用

や
合
同
研
修
、
合
同
イ
ベ
ン
ト

が
で
き
る
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
市
役
所
か
ら
見
え
る
富
士
山

１月日に市役所４階から撮影


